
平成２５年６月１７日（月）
利根川水系渇水対策連絡協議会
（事務局 : 関東地方整備局）

記 者 発 表 資 料

平成２５年度
第２回利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会

（臨時）の開催結果について

１．開催状況
日 時：平成２５年６月１７日（月）１４：００～
場 所：さいたま新都心合同庁舎２号館 １４階 災害対策本部室
協議会構成：国土交通省関東地方整備局、経済産業省関東経済産業局、

農林水産省関東農政局、東京都、千葉県、埼玉県、茨城県、群馬県、
栃木県、独立行政法人水資源機構

協議会の目的：利根川水系の渇水時における円滑な水需給の調整を図る。

２．現状と今後の見通し（資料参照）
・降水量（栗橋上流域平均）の状況

５月の累加降水量は４６㎜。（平年の３８％。昭和２４年以降最も少ない値。）
６月は１６日までの累加で６８mm。（６月の累加降水量の平均は１７５mm。）

・利根川上流８ダムの貯水状況（６月１７日０時）
貯水量は２億４，１７０万㎥、貯水率５２％、平年比で６５％。
なお、貯水量は過去２２年間（奈良俣ダムが運用を開始した平成４年以降）の同日

の値と比べ、最も少なくなっています。

・今後の見通し
６月１５～１６日の降雨により、ダムの貯水量は増加していましたが、先週までの

ような雨が少ない状態が仮に続けば、ダムの貯水量は更に減少していきます。

３．今後の対策（資料参照）
・ダム等の水資源開発施設については、引き続ききめ細かな運用を行っていきます。
・関係機関と連携して節水対策等の取り組みを実施するとともに、状況によって機動
的な対応を行っていきます。

発 表 記 者 ク ラ ブ
埼玉県政記者クラブ、竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、
東京都庁記者クラブ、千葉県政記者会、茨城県政記者クラブ、
栃木県政記者クラブ、刀水クラブ

問 い 合 わ せ 先

国土交通省 住所 〒３３０－９７２４

関東地方整備局 河川部水政課 埼玉県さいたま市中央区新都心２－１

水政調整官 小池 勇 （内線）３５１５ さいたま新都心合同庁舎２号館
こいけ いさむ

水政課長 澤田 晋 （内線）３５５１ 電話（代 表） 0 4 8 - 6 0 1 - 3 1 5 1
さわだ すすむ

建設専門官 一條 勝志 （内線）３５５７ （水政課夜間直通） 0 4 8 - 6 0 0 - 1 3 3 4
いちじよう かつし

河川部河川環境課 （河川環境課夜間直通）0 4 8 - 6 0 0 - 1 3 3 6

河川環境課長 徳道 修二 （内線）３６５１
とくみち しゆうじ

建設専門官 楜澤 義一 （内線）３６５２
くるみさわ よしかず

関東地整ホームページ：http://www.ktr.mlit.go.jp/
川の防災情報 ：http://www.river.go.jp/
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利根川上流ダム群等の現状と今後の見通しについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：矢木沢ダム 

（撮影日 ６月１４日） 
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１．気象 

１）報道発表資料 5月の天候 (平成25年6月3日) 気象庁  
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２）少雨に関する関東甲信地方気象情報 第１号  

                          平成２５年６月５日１１時３０分 気象庁発表 

 

（見出し） 

 関東甲信地方では、５月１日頃から降水量の少ない状態が続いています。 

 この状態は、今後１週間程度は持続する見込みです。農作物や水の管理等に十分に注意してください。 

（本文） 

 関東甲信地方では、５月１日頃から、高気圧に覆われて晴れる日が多く、降水量の少ない状態が続いてい

ます。５月２９日頃に梅雨入りしましたが、少雨を解消するようなまとまった雨は降っていません。 

 今後は雲が広がりやすいですが、降水量の少ない状態が１週間程度は持続する見込みです。 

 農作物や水の管理等に十分に注意してください。 

 

             降水量（５月１日から６月４日まで）（速報値） 

                    降水量（ミリ）  平年比（％） 

       宇都宮          ９２．０      ５７ 

       前橋           ３１．０      ２８ 

       熊谷           ３０．５      ２５ 

       水戸          １００．５      ６８ 

       千葉           ７２．５      ５７ 

       銚子           ９９．０      ６７ 

       東京           ５６．０      ３７ 

       横浜           ７５．５      ４５ 

       甲府           １６．０      １７ 

       長野           ３３．０      ４１ 
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図‐2 気象庁（前橋地方気象台）降水量（４月１日～５月３１日）

前橋地方気象台における４月の総降水量は、120.0㎜

と平年総降水量（79.1㎜）の約１５２％程度。
前橋地方気象台における５月の総降水量は、31.0㎜

と平年総降水量（97.4㎜）の約３２％程度。

２．利根川上流ダム群等の現況 

 １）利根川 

  ①今年の春以降の栗橋上流域平均の月毎の累加降水量は、５月が４６mm（平年の３８％。昭和２４年以降最も少な

い値。）となっています。（図－１、表－１） 

   ６月は１６日までの累加で６８mmとなっています。（６月の累加降水量の平均は１７５mm。） 

また、前橋地方気象台の降水量は、４月前半にまとまった降水量があったものの４月後半から少ない状態が続い

ており、５月の総降水量が３１．０mm（平年の約３２％）となっています。（図－２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－１ 利根川栗橋上流域平均降水量（平成２５年６月１６日まで） 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘  要 

昭和62年   22   33   62   14   89   91  204  186  252   73   39   26  1,091 利根川夏渇水 

平成２年   31   66   71  119   58   74  118  193  326  143  183   31  1,413 〃 

平成６年   27   50   52   23  139  107  104  153  346   87   26   29  1,143 〃 

平成８年   26   35   68   47   98  117  155   78  217   80   55   23    999 利根川冬夏渇水

平成９年   33   33   59   74  179  173  170  167  206   14   94   20  1,222 利根川冬渇水 

平成13年   79   35   75   23  136  176  116  366  321  173   46   23  1,569 利根川夏渇水 

平成24年   43   57  115   98  206  192  190 87  221   85   55   47  1,395 〃 

平年 

(S23-H24) 
  44   47   67   90  121  175  200  206  212  123   60   39  1,383  

平成25年   43   38 20   134    46   68                           349  

平年比(%)  98  80  30  149    38    39              25  

※．    利根川取水制限実施月（一時緩和含む） 

※．栗橋上流域面積 ８，５８８㎞2 
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  ②利根川上流８ダムのうち、６ダム（矢木沢ダム、奈良俣ダム、藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム、草木ダム）が、

４月２３日０時にほぼ満水となりました。以降は降水量の少ない状態が続き、河川の流量が減少したため、ダムに

貯留した水を補給しています。５月中旬に貯水量が一時的に増加したものの、その後貯水量が低下してきています。

（図－３） 

この間、１日当たり最大８００万m3/日（東京ドーム６．５個分）をダムから補給してきており、利根川の流量

（栗橋地点流量＋利根大堰での取水量）の最大約４割をダムから補給してきております。（図－４） 

６月１７日０時の貯水量は２億４，１７０万m3であり、貯水率は５２％、平年比で６５％となっています。（表

－２） 

なお、貯水量は、過去２２年間（奈良俣ダムが運用を開始した平成４年以降）の同日の値と比べて、最も少なく

なっています。 

 

表-２ 利根川上流ダム群の貯水状況(平成２５年６月１７日０時現在)                 単位（万ｍ3） 

 矢木沢 奈良俣 藤原 相俣 薗原 下久保 草木 
渡良瀬 

貯水池 
合計 平年比 

有効容量 11,550 8,500 3,101 2,000   1,322 12,000 5,050 2,640 46,163 - 

貯水量   5,830 5,209 1,355 1,000   517 5,960 2,766 1,533 24,170 37,395

貯水率(％)  50 61 44 50 39 50 55 58 52 65

※．有効容量は、常時満水容量。貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 

ダムから補給 
ダムから補給 
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  ③北千葉導水路は６月３日より運用を開始し、６月１６日までに最大８m3/s、総量約５４４万m3（１４日間）

の導水しています。（図－５） 
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図－５ 北千葉導水路・三郷放水路の運用状況（m3/s）
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 ２）鬼怒川 

  ①今年の春以降の鬼怒川佐貫上流域平均の月毎の累加降水量は、５月が４６mm（平年の３６％。昭和４７年以降で

２番目に少ない値）となっています。（表－３、図－６） 

６月は１６日までの累加で６３mmとなっています。（６月の累加降水量の平均は１７８mm。） 

また、宇都宮地方気象台の降水量は、５月が９２．０mm（平年の約６４％）となっています。（図－７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－３ 鬼怒川佐貫上流域平均降水量（平成２５年６月１６日まで） 

単位：(㎜) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘  要 

昭和62年 21 34 127 21 121 134 186 156 321 121 38 21 1,301 

平成２年 35 89 79 164 53 111 109 338 394 195 220 66 1,853 

平成６年 15 118 77 21 126 103 159 218 551 122 25 48 1,583 

平成８年 46 69 79 67 113 103 176 109 211 66 65 36 1,140 

平成９年 46 55 74 52 145 272 234 114 274 17 215 27 1,525 

平成13年 56 13 34 13 116 185 147 484 610 225 62 35 1,980 

平成24年 40  47  101  111  314 276 223 109 354 113 71  75  1,833  

平年(S47-H24) 49  52  73  104  128 178 228 273 283 144 88  45  1,645  

平成25年 45 35 14 147  46 63   349 

平年比(%) 92  67  19 141  36 35   21 

※．鬼怒川佐貫上流面積  940km2 
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  ②鬼怒川上流４ダムは、４月中旬から補給しており、貯水量が低下しています。（図－８） 

６月１７日０時の貯水量は１億９３９万m3であり、貯水率５２％、平年比で１０３％となっています。（表－４） 

 

表-４ 鬼怒川ダム群の貯水状況(平成２５年６月１７日０時現在)             単位（万ｍ3） 

 五十里 川俣 川治 湯西川 合計 平年比 

有効容量   1,650 5,290 6,965 6,965  20,870 - 

貯水量   936 2,759 3,847 3,397  10,939  10,592

貯水率(％) 57 52 55 49 52 103

※．有効容量は、常時満水容量。貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－８ 
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 ３）荒川 

  ①今年の春以降の荒川秋ヶ瀬上流域平均の月毎の累加降水量は、５月が３６mm（平年の２９％。昭和４６年以降最

も少ない値）となっています。（図－９、表－５） 

６月は１６日までの累加で１０７mmとなっています（６月の累加降水量の平均は１５７mm。）。 

また、熊谷地方気象台の降水量は、４月上旬にまとまった降雨があったものの、４月中旬からは少ない状況が続

いており、５月の総降水量が３０．５mm（平年の約２８％）となっています。（図－１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－５ 荒川秋ヶ瀬上流域平均降水量（平成２５年６月１６日まで） 

単位：(㎜) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘  要 

昭和62年 16 29 66 8 66 88 146 103 280 91 46 36 975 

平成２年 22 67 83 138 48 55 77 228 473 134 301 31 1,657 

平成６年 42 44 64 25 111 103 152 142 344 119 21 24 1,191 

平成８年 1 22 55 62 80 47 204 32 314 74 57 17 965 

平成９年 21 13 57 70 187 168 148 72 204 7 87 21 1,055 

平成13年 98 17 98 30 179 120 69 279 444 247 67 9 1,657 

平成24年 36  54  93  86  257 217 102 65 245 93 54  33  1335  

平年(S40-H24) 35  40  69  97  121 157 185 213 235 143 61  32  1,385  

平成25年 35 18  37  152  36 107   384 

平年比(%) 99 45  53 157  29 68   28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１０ 
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  ②荒川上流４ダムは、５月中旬から補給しており、貯水量が低下しています。（図－１１） 

６月１７日０時の貯水量は７，５５１万m3であり、貯水率５２％、平年比で１１９％となっています。（表－６） 

 

表-６ 荒川上流４ダム貯水量（平成２５年６月１７日０時現在）            単位（万ｍ3） 

 二瀬 滝沢 浦山 荒川貯水池 合計 平年比 

有効容量     2,000 5,800 5,600   1,020  14,420 - 

貯水量  1,396 2,522 3,104  529     7,551 6,326

貯水率(％)  70 43 55 52 52 119

※．有効容量は、常時満水容量。貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。 

※．平年比は３ダムに対するもので参考値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１１ 
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 ４）多摩川水系 

  ①今年の春以降の小河内ダム上流域平均の月毎の累加降水量は、５月が３８mm（平年の３０％）となっています。 

（表－７、図－１２） 

６月は１３日までの累加で３４mmとなっています。（６月の累加降水量の平均は１８１mm。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－7 多摩川小河内ダム上流域平均降水量（平成２５年６月１３日まで） 

 

 

 

  ②小河内ダムの貯水量は、６月１７日現在で、１億１，８０１万m3となっています。（図－１３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：(㎜) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘  要 

平成24年 42  87  119 114  217 227 147 69 225 94 80  50  1,471  

平年(T14-H24) 44  57  91 111  125 181 212 249 252 169 77  45  1,613  

平成25年 34  37  55 153  38 34  349 

平年比(%) 78  64  60 137  30 19  - 
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（mm） 図－１２ 多摩川小河内ダム上流域平均降水量
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２．今後の見通し 

 

（１）見通し 

①平成２５年６月１４日発表の気象庁の１か月予報によると、６月１５日から７月１４日の関東甲信地方の降水量に

ついては、「平年並み」となっており、５月２３日発表の気象庁の３か月予報によると、降水量は、６月が「平年並

み又は多い」となっています。 

 

 １か月予報（平成２５年６月１４日発表）     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３か月予報（平成２５年５月２３日発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ６月１５～１６日の降雨により、ダムの貯水量は増加していましたが、今後、先週までのような雨が少ない状態

が仮に続けば、ダムの貯水量は更に減少していきます。 

 

（２）対 策 

・ダム等の水資源開発施設については、引き続ききめ細かな運用を行っていきます。 

・関係機関と連携して節水対策等の取り組みを実施するとともに、状況によって機動的な対応を行っていきます。 
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